
京都に行く、腹は決まった。
家業の製油業は１４歳の弟平人に任せた。
妻も説得した。「ゆくぞ」

気合いも十分、京都に行ってばりばりと知識を吸収してやる。
若き方谷は燃えたぎっていました。そんな方谷に丸川松隠は京都での宿題を投げかけます。

「君の学んでいる儒学には根源がある。『儒学の根源とは何か』を京都でじっくりと検証してきて
ほしい」

若き方谷は、恩師の宿題と熱き思いを胸に抱き京都に旅立って行きます。
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http://ftown.boo.jp/wiki/wiki.cgi?page=%B4%DD%C0%EE%BE%BE%B1%A3

